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悪性リンパ腫との鑑別を要した慢性膿胸に合併した横紋筋肉腫の1剖検
例
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め精査目的で同８月１４日当科に入院した。入院

時の血液データ上白血球数7100／ｌｕＣ、

CRP11.5ｍｇ／dCで胸部ＣＴ上左肩甲骨下を中心に

低濃度域の存在を認めた。しかし発熱原因の特定

には至らず対症療法にて退院し、再び外来通院し

ていた。平成１１年５月頃から左側胸部､脈嵩の皮

下腫癌を自覚するようになり、左背部痛が生じる

ようになった。同９月初旬から血疲と呼吸困難、

全身倦怠感がみられるようになり同９月５日当科

を受診、肺炎、急性呼吸不全のため再入院した。

入院時現症：身長163ｃｍ、体重４３kg、血圧

132/88ｍｍＨｇ、脈拍108／分、整．

体温36.3℃・全身のるいそうが著明で、左I夜嵩か

ら左側胸部にかけて弾性軟、直径１０ｃｍ大の皮下

腫癌を触知する。胸部聴診上、両側前胸部にfine

crackleを聴取する。心雑音なし。腹部は陥凹し、

軟．四肢に浮腫を認めない。

入院後の経過、検査所見：入院時検査所見（表）；

好中球が主体の白血球増多と正球性正色素性貧血、

胆道系酵素の上昇、軽度の低蛋白血症、ＣＲＰの上

昇と血液ガス分析上著明な低酸素血症を認めた。

腫傷マーカーはＣＥＡ、SCC，ＮＳＥとも軽度の増

加を認めた。

胸部Ｘ線像；二回目入院時（図１Ｂ）では両側の

下葉に肺炎による浸潤影を認めた。左I夜宮部の軟

部組織陰影が初回入院時（図１Ａ）に比べて拡大

していた。

細菌性肺炎による急'性呼吸不全と診断して抗生剤、

ステロイド剤、気管支拡張剤などの点滴静注、人

工呼吸管理を行ったが呼吸不全が進行し、同年９

月２４日死亡した。

名寄市病誌８：８９～９３，２０００

はじめに

近年、長期間経過した人工気胸術を施行された

慢性結核性膿胸患者に悪性腫傷が合併するとの報

告が多くみられる。‘慢性膿胸に合併する悪性腫傷

はその７０％が悪性リンパ腫や扇平上皮癌である

といわれ、横紋筋肉腫の合併は比較的稀である。

最近我々は慢性膿胸に合併した横紋筋肉腫の１剖

検例を経験したので文献的考察を加え報告する。
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名寄市立総合病院循環器呼吸器内科

症 例

症例：７７歳、男性

主訴：呼吸困難、全身倦怠感、血痕

既往歴：昭和３０年に肺結核のため両側人工気胸

術を施行。

平成５年に腹部大動脈癌のため人工血管置換術

を施行。

家族歴：特記すべきことなし。

現病歴：平成１０年６月下旬より微熱と全身倦怠

感を自覚するようになった。同７月３０日当科を

受診、抗生剤の経口投与を受けたが改善しないた
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